



















































 研究内容は、営業用水車発電機 16 台を供試機とし，オンライン劣化診断の実用化を
ねらい，オフライン劣化診断時にオンライン劣化診断装置で同時に計測を行なった。そ
の結果，オンライン劣化診断装置で計測する部分放電信号とオフライン劣化診断で計測
する最大放電電荷量には相関関係があり，部分放電信号を最大放電電荷量に換算できる
ことが分かった。また部分放電信号は固定子巻線に対して静電誘導結合により伝搬して
おり，巻線構造は波巻の場合に検出しやすいが，重巻では静電誘導結合が弱く測定電圧
は小さくなるため検出しにくいことが分かった。一方，オンライン劣化診断装置による
オンライン時およびオフライン時の計測結果の比較から，オンライン測定時の部分放電
信号はオフライン測定時と同等かやや大きいことが分った。以上より，巻線構造が波巻
の場合に，オンライン劣化診断装置で計測する部分放電信号を最大放電電荷量に換算す
ることにより，オフライン劣化診断の劣化判定基準を用いることで，劣化状況の把握に
利用できることについて報告する。 
 
